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こらむ 第５話 ＜コミュニティビジネス登場の背景＞ 

 

 

コミュニティビジネスという用語が世間一般に使用され始めたのは、１９９０年代の中盤と考え

られています。このころは、阪神・淡路大震災をきっかけにして各地でボランティア活動等が活

発化しました。その後、「NPO 法（特定非営利活動促進法）」の制定などとあいまって、コミュニ

ティビジネスはマスコミなどで頻繁に取り上げられるようになりました。このようなコミュニティビジ

ネス・ブームが起こった背景は何なのでしょうか。 

第 1 の背景は、企業や行政などの既存セクターの限界によるものだと考えます。つまり、地

域経済の低迷や地方公共団体の財政赤字などにより、企業や行政などの既存セクターだけ

で地域経済社会を運営することが困難になり、これらを補完する役割を担う新たな主体が求め

られたのです。 

第 2の背景は、地域からの強力な要求によるものではないでしょうか。地域住民が今日的に

求めているものは、身近な生活を質的に充実することです。一般的な商品・サービスの供給で

はなく、地域が抱えている課題の解決を求めています。このような地域課題を解決する事業主

体はこれまで見当たりませんでした。 

第 3 の背景は、市民の自立意識の向上によるものだと思います。市民におけるボランティア

活動はますます増え、ＮＰＯ法人数も右肩上がりに増加しています。市民は、地域課題の解決

を行政や企業に迫るだけではなく、自ら社会的課題に取り組み、新しい価値を具体的に実現

していくようになってきたのではないでしょうか。 

このような背景から「コミュニティビジネス」が登場してきたのではないかと考えます。コミュニ

ティビジネスは、これまで大企業があまり参入しなかった、手間ひまがかかる割にビジネスベー

スに乗りにくい事業に取り組みます。コミュニティビジネスが地域のニーズに合致したものを提

供できれば、地域の活性化に資することになるはずです。 

 


